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■□■□■□■□■□■□■ ご案内 ■□■□■□■□■□■□■ 
10 月は日本教育行政学会第 60 回大会（於東京大学）開催のため、例年通り、関西教育行政学会

の例会は開催されません。ご注意ください。 
 

■□■□■□■□■□■□ 事務局より ■□■□■□■□■□■□ 
【『教育行財政研究第 53 号』投稿論文の募集について】 

論文投稿の申し込みについては、次号の会報第 6 号（10 月末発行予定）にてご案内いたします。 
 

【8 月例会の動画公開について】 

8 月例会の模様を収録した動画を YouTube に公開いたしました。下記の URL より視聴いただ

けます。 
 
 
 
途中、機材トラブルにより音声が収録されていない部分がございます。 
なお、動画の公開は 9 月末までとさせていただきます。10 月以降に動画の視聴を希望される場

合は、事務局までお申し出ください。視聴方法をご連絡いたします。 
 

【例会報告のお願い】 

例会報告について、会員の皆さまのご協力をお願いいたします。 

ご希望の方は、例会担当の浅田理事もしくは事務局までご連絡をお願いします。 

 

【会費納入のお願い】 
2025 年度学会費を未納の方は、お早めに納入をお願いいたします。一般会員は 7,000 円、学生

会員は 3,500 円です。なお、名誉会員につきましては会費の納入は不要です。 
会費の納入状況につきましては、遠慮なく事務局までお問い合わせください。 

 

郵便振替口座番号: ０１０００－８－３４２２７    加入者名: 関西教育行政学会 

 
他の金融機関から当学会郵便振替口座へお振込みをしていただく際は、以下の振込用の店名・

預金種目・口座番号・受取人名をご指定ください。 

 

 



  銀行名  ゆうちょ銀行 

金融機関コード  ９９００ 

店番  １０９ 

店名（カナ）  一〇九店 （イチゼロキュウ店） 

預金種目  当座 

口座番号  ００３４２２７ 

カナ氏名 

（受取人名） 

 カンサイキヨウイクギヨウセイガツカイ 

 （全て大文字） 

 
 

【事務局からのお願い】 

所属、住所、メールアドレス等が変更になりましたら、お手数ですが事務局までご一報ください。 

 
【事務局の連絡先】 

住所：〒606-8501  
京都市左京区吉田本町 
京都大学大学院教育学研究科内 
教育行政学研究室気付 

Mail：kansaisea@gmail.com 
  



【例会報告概要】 

 

８月例会 8 月 23 日（四天王寺大学あべのハルカスサテライトキャンパス、Zoom併用） 
【司会】西川信廣（京都産業大学名誉教授） 

【報告】三戸口聖子（堺市立原山台中学校） 
岸田 蘭子（滋賀大学教職大学院） 
山端 真司（神戸市立義務教育学校港島学園） 

宮村 裕子（京都産業大学） 
学校運営協議会制度の現状と課題 

―関西で語る、関西の状況―         
今回は、通常の例会形式とは異なり、研究推進担当理事および例会担当理事の合同企画によ

るミニシンポジウムを実施した。本学会会員を登壇者として、対象地域を京阪神（京都市、堺

市、神戸市）に限定した。学校運営協議会を設置する学校（コミュニティ・スクール）は 2024

年時点で導入率は全国で 58％に達している。近年、文科省では学校運営協議会を「地域ととも

にある学校づくり」と「学校を核とした地域づくり」の実現を目指す組織と位置付けている。

しかし、現時点ではその機能と役割について必ずしも合意が形成されているとは思えない状況

がある。 

そこでミニシンポでは、堺市立中学校の現職校長、教職大学院教授（元京都市立小学校校長）、

神戸市立義務教育学校教諭、社会教育研究者の４名より、それぞれの視点から学校運営協議会

の現状と課題が報告された。フロアおよびオンライン参加者との質疑応答では、各地域におけ

る導入経緯や取り組みの相違を踏まえたうえで、高等学校の学校運営協議会をどのように考え

たらよいのか、地域学校協働本部の設置状況や学校運営協議会との役割分担の在り方、社会教

育との関係性、学校運営協議会に課せられた使命と現状の実態との差異、教員の働き方改革や

教育課程との関係等について活発に意見交流がなされた。 


